
 
 

教育目標 

学校長 小達 一雄 

東京アニメ・声優&e スポーツ専門学校 学校長 

東京俳優・映画＆放送専門学校 学校長 

厚生労働省厚生科学審議会審議委員  

財団法人骨髄移植推進財団評議員 

財団法人夏目雅子ひまわり基金理事長 

略歴：米国ノートルダム大学経済学部卒 スイートベイジル株式会社代表取締役元会長 

 

 東京アニメ・声優&eスポーツ専門学校では設立以来、「実学教育」「人間教育」「国際教育」の３つ

の教育理念を基礎とし、業界に必要な人材を業界と共に育成する「産学連携教育」を実践し、社会

に貢献する職業人教育を行うことを目的としています。 

 本校の職業人教育は「入学前」「在学中」「卒業後」とフロー形式で行い、自分が何を目指したい

のか（＝自己発見）、そのために何をするのか（＝自己変革）、その目標を形にした後そこからどう

したいのか（＝自己実現）といったそれぞれの段階で目標を見出します。そして、知識と技術の習

得に必要な『専門教育』と人を育てる『キャリア教育』を複合的に実践していきます。 

 また、『国際教育』を通じて国際的視野と語学力を養い、在学中から海外の文化やテクノロジー

に直に触れる機会を設け、これからの社会や産業界を牽引するグローバルに活躍できる人材を育成

します。 

 

 日々の授業では基礎技術・知識を、企業プロジェクトやインターンシップでは業務体験を通して

現場力を身につけます。現場での業務体験は、社会人としての「身構え」「気構え」「心構え」（コ

ミュニケーション能力、思考力、協調性、勤労観、職業観など）を身につける人間教育の場でもあ

ります。全ての授業では「礼に始まり、礼に終わる」を徹底しており、「今日も笑顔で挨拶を」を

実践し、明るく、元気で、エネルギッシュな社会人を育てることは、学生の夢を叶えることと同時

に、社会に貢献することだと考えています。 

学生・保護者、産業界、高等学校、地域のみなさまから信頼される教育を、一人ひとりの学生を

大切にしながら、実践していきます。 

 

 

学校の沿革 
２０１１年４月   東京アニメ・声優専門学校開校 

２０２０年４月   「東京アニメ・声優&e スポーツ専門学校」へ校名変更。 

２０２１年４月   スーパーテクノロジー科（３年制・４年制）を設置 

 
 


